
　昨年 11 月に、第４回目の「アジア圏（台湾）文化・交流 体
験プログラム派遣事業」を実施しました。11 月６日より 10 日
まで、台湾に小学生６名・中学生４名そして引率を含めた総勢１５名を派遣し、地元の小中学生との交流を
行いました。
　2011年よりビデオ通話を使った交流を行っている小中学校（官田國民中學、嘉南國民小學、中興國民小學、
阿里山國民中學）を訪ね、一緒に授業を受け、一緒に給食を食べ、一緒に遊びます。長年に渡る信頼関係が、
このような交流を可能にしています。
　子供たちは、恥ずかしがりながらもお互い話しかけたり一緒に遊んだりしながら、自然と仲良くなってい
きます。台湾の子供たちは、教科書を見せてくれたり、学校を案内してくれたりと、積極的に関わってくれ
ました。言葉は通じないながらも、お互いが理解したいと思えば、コミュニケーションは成り立つものです。
　また交流先の官田地区は、台湾に多大な貢献をした八田與一ゆかりの地であり、この地域を台湾有数の穀
倉地帯とした烏山頭ダムの見学なども大事な研修でした。
　言葉の通じない授業に参加し、文化交流では写真を使ったプレゼンテーションやクイズや歌などを披露し、
宿舎に帰っては反省会や日誌の記録など、めまぐるしい日々を送ったにもかかわらず、帰国後の那覇から恩
納村に向かうバスの中では、「もっと居たかった」「また行きたい」という声が飛び交っていました。
　この貴重な経験がひとつのきっかけとなって、子供たちが大きく成長することを願います。
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　12 月２日、恩納村郷友会主催の「親睦・交流グ
ラウンドゴルフ大会」が赤間多目的運動場にて開催
されました。あいにくの雨ではありましたが多くの
参加があり、村民と村出身者との交流を深めました。

１位　南恩納 A
２位　山　田 A
３位　南恩納 B
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パートナーシップ協定を締結

人権擁護委員が委嘱されました

恩納村・恩納村コープサンゴの森連絡会

お問い合わせ：総務課　☎９６６－１２００

　平成３０年１月１日付で、法務大臣から次の方々が委嘱されました。

◆人権擁護委員は人権擁護委員法に基づき、委嘱された私たち街の相談パートナーです。くらしの中
　での悩みや心配事、困りごとのある方は、ご相談ください。 （無料・秘密厳守）

〇當山君子氏・・・・・・・・・・再任　　〇小谷久美氏・・・・・・・・・・再任

　「サンゴの村宣言」プロジェクトの活動を連携して取り組みを推進していくため、恩納村と恩納村コープ
サンゴの森連絡会は12月２日、パートナーシップ協定を締結しました。
　2007 年に生活協同組合しまね、パルシステム連合会によるサンゴ礁の再生基金を積み立てる取り組み
がスタートし、支援して頂いた基金でサンゴの植え付けをして
います。活動が拡大し、2016年には「全国豊かな海づくり大会」
の漁場・環境保全部門において環境大臣賞を受賞するなど、消
費者・生産者・行政が連携して取り組んできたことが評価され
ました。
　村は、村民一人ひとりの自然環境に対する意識の向上を図り、
豊かな自然環境の保全と育成に取り組むため、7 月のうんなま
つりで「サンゴの村宣言」を行うこととしており、様々な事業
を展開します。

迎歓 セレモニー開催韓国プロサッカーチーム
全北現代モータースが赤間で合宿

▲連絡会の小泉信司副代表（左）と長浜村長

「サンゴの村宣言」プロジェクト ～世界一サンゴにやさしい村～ ④

　１月９日、赤間多目的運動場で韓国プロサッ
カーＫリーグの全北現代（チョンブクヒョンデ）
モータース歓迎セレモニーが開催されました。
　全北現代モータースは韓国代表選手が 7 人在
籍する韓国強豪チームで、メインスポンサーは
現代（ヒュンダイ）自動車。今季初導入した冬
芝のサッカー場で１月９日から１月２７日まで

キャンプを行い選手・スタッフ総勢４１人がシェラトン沖縄サンマリーナリゾートに滞在しました。
　セレモニーではミス恩納ナビーからの花束贈呈や村と県体育協会、シェラトン沖縄サンマリーナリゾート
からの記念品贈呈を行いました。チェ・カンヒ監督は「赤間での合宿の成果を成績で繁栄させていきたい。
サポートをお願いします」と12番目の選手と意味を込めたチームユニフォームを長浜村長へ贈呈しました。

　▲全北現代モータース選手と村関係者
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